
(57)【要約】

【課題】棚段塔においてトレイ間隔をより近接して配置

し、さらにトレイ上の泡沫や気泡層の移動を防止するこ

とにより、効率を改善する。

【解決手段】飛沫同伴防止装置又は充填物をトレイ間に

備えた棚段塔は、前置式分離器を具備する。前記前置分

離器は、物質移動用のトレイ上に間隔をおいて配置され

る、特には板や、構造用型材や、箔および、または少な

くとも一個の格子で構成される。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
気 体 相 と 液 体 相 間 で 物 質 移 動 ま た は 熱 交 換 を 行 う た め の 塔 に お い て 、 こ の 塔 は 、
該 塔 内 に お い て 気 体 相 を 上 昇 さ せ 且 つ 液 体 相 を 下 降 さ せ る た め の 手 段 を 備 え た 竪 型 塔 槽 と
、
該 塔 槽 内 に お い て 垂 直 方 向 に 間 隔 を も っ て 配 置 さ れ る 複 数 の ト レ イ で あ っ て 、 下 部 ト レ イ
と 、 前 記 液 体 相 の 層 を 保 持 し て い て 前 記 気 体 相 を 該 層 を 通 過 し て 上 昇 さ せ る た め の 該 下 部
ト レ イ 上 に 間 隔 を 持 っ て 配 置 さ れ る 上 部 ト レ イ と 、 を 具 備 す る 複 数 の ト レ イ で あ っ て 、 前
記 液 体 相 は ト レ イ か ら ト レ イ へ と 流 下 す る 複 数 の ト レ イ と 、
該 下 部 と 上 部 の ト レ イ の 間 で 該 塔 槽 内 に あ っ て 前 記 下 部 ト レ イ 上 で 気 体 か ら 液 体 を 分 離 す
る た め に 且 つ 該 ２ つ の ト レ イ の 内 の 上 部 ト レ イ を 通 る 気 体 の 通 過 の 前 に 配 置 さ れ た 飛 沫 同
伴 防 止 要 素 と 、 更 に
該 塔 槽 内 に お い て 、 該 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 の 下 に あ っ て 且 つ 該 ト レ イ と 間 隔 を も っ て 配 置 さ
れ る 前 置 式 分 離 器 と 、
を 具 備 す る 塔 。
【 請 求 項 ２ 】
該 前 置 式 分 離 器 が シ ー ト 状 の 金 属 板 な い し 構 造 用 型 材 な い し 箔 な い し 少 な く と も 一 個 の 格
子 か ら 構 成 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 塔 。
【 請 求 項 ３ 】
該 前 置 式 分 離 器 が 概 し て 平 面 的 で 、 該 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 か ら 間 隔 を も っ て 配 置 さ れ る 請 求
項 ２ 記 載 の 塔 。
【 請 求 項 ４ 】
該 前 置 式 分 離 器 が 該 ト レ イ に 平 行 で あ る 請 求 項 ３ 記 載 の 塔 。
【 請 求 項 ５ 】
該 前 置 式 分 離 器 が 波 形 の 金 属 板 な い し 帯 板 を 具 備 す る 請 求 項 ４ 記 載 の 塔 。
【 請 求 項 ６ 】
該 前 置 式 分 離 器 が 、 そ れ ぞ れ の 層 に 設 置 さ れ て い て 別 の 層 の 部 材 に 交 差 す る 、 部 材 を 具 備
し て い る 請 求 項 ５ 記 載 の 塔 。
【 請 求 項 ７ 】
該 前 置 式 分 離 器 が 上 に あ る 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 か ら 懸 架 さ れ る 請 求 項 ６ 記 載 の 塔 。
【 請 求 項 ８ 】
該 前 置 式 分 離 器 が 上 に あ る ト レ イ か ら 懸 架 さ れ る 請 求 項 ６ 記 載 の 塔 。
【 請 求 項 ９ 】
該 ト レ イ の 互 々 は 、 そ れ ぞ れ 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 と そ れ ぞ れ の 前 置 式 分 離 器 を 有 す る 請 求 項
２ 記 載 の 塔 。
【 請 求 項 １ ０ 】
該 各 前 置 式 分 離 器 が 、 交 差 す る 金 属 製 帯 板 の 相 互 に 間 隔 を も っ て 配 置 さ れ た 平 行 な 列 を そ
れ ぞ れ 備 え る 一 対 の 格 子 を 具 備 す る 請 求 項 ９ 記 載 の 塔 。
【 請 求 項 １ １ 】
該 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 の 互 々 が 、 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ た 波 形 板 の 充 填 物 で あ り 、
該 波 形 板 は 、 互 い に 接 す る 隣 接 す る 波 形 板 の 山 と 、 逆 方 向 に 傾 く 隣 接 す る 波 形 板 の 波 形 と
、
を 有 す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 塔 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 波 形 は 、 該 板 に お い て 直 線 状 に 伸 張 す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 塔 。
【 請 求 項 １ ３ 】
該 波 形 板 の 前 記 波 形 は 曲 線 状 で あ る 請 求 項 １ １ 記 載 の 塔 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
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本 発 明 は 、 気 体 相 と 液 体 相 間 で の 物 質 移 動 あ る い は 熱 交 換 を 行 う 棚 段 塔 （ ト レ イ コ ラ ム ）
に 係 り 、 よ り 特 別 に は 物 質 移 動 お よ び 、 ま た は 熱 交 換 用 の ト レ イ お よ び そ の 様 な ト レ イ 間
に 配 置 し た 飛 沫 同 伴 防 止 （ ｄ ｅ ｅ ｎ ｔ ｒ ａ ｉ ｎ ｍ ｅ ｎ ｔ ） 要 素 す な わ ち 充 填 物 を 備 え た 塔
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 棚 段 塔 は 液 体 と 気 体 間 の 熱 交 換 や 物 質 移 動 プ ロ セ ス に 多 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
液 体 は ト レ イ 上 で 層 を 成 し 、 ト レ イ か ら 次 の ト レ イ へ と 溢 流 す る 。 液 体 は 一 般 に 塔 内 を 下
降 す る の に 対 し 、 気 体 は ト レ イ 上 の 液 体 層 を 通 過 し て 塔 内 を 上 昇 す る 。 気 体 が ト レ イ に 設
け ら れ た 開 孔 か ら 液 体 層 を 通 過 す る 際 、 気 体 の 運 動 に よ り ト レ イ 上 の 液 面 の 上 ま た は ト レ
イ そ れ 自 体 の 上 に 気 泡 や 泡 沫 の 泡 層 が 形 成 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 気 泡 や 泡 沫 の 泡 層 が 下 段
の ト レ イ か ら そ の 上 段 の ト レ イ へ と 達 す る こ と は 好 ま し く な い 。 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ６ ２ ，
０ ９ ４ 号 及 び 第 ５ ， ７ ６ ２ ， ６ ６ ８ 号 に お い て 、 下 段 ト レ イ と 上 段 ト レ イ の 間 で あ っ て ト
レ イ 下 に 施 す 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 、 即 ち 充 填 物 を 用 い た 対 策 が 開 示 さ れ て い る 。 飛 沫 同 伴 防
止 要 素 と は 、 デ ミ ス タ ー な い し 気 液 分 離 器 等 と 称 さ れ る 充 填 物 で あ る 。
そ の 様 な 装 置 （ シ ス テ ム ） は 有 効 で は あ る が 、 ど の よ う な 場 合 に も 充 分 で あ る と は い え な
い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 棚 段 塔 に お い て 泡 沫 や 気 泡 層 を い っ そ う 制 限 し 、 棚 段 塔 の ト レ イ 間 隔
を よ り 近 接 し て 配 置 で き る よ う に す る こ と を 基 本 的 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 塔 内 の 圧 力 損 失 を 最 小 限 に 留 め 、 尚 且 つ ト レ イ 上 の 液 体 層 上 に で き る 気 泡 や 泡
沫 の 層 が そ の 次 の ト レ イ に 達 す る こ と を で き る だ け 制 限 可 能 で あ っ て 気 体 相 と 液 体 相 と の
間 の 物 質 移 動 お よ び 、 ま た は 熱 交 換 を 行 う 、 塔 を 提 供 す る こ と を こ れ と は 別 の 課 題 と す る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 圧 力 損 失 を 最 小 限 に 留 め 、 気 液 分 離 効 率 を 改 善 可 能 な 棚 段 塔 を 提 供 す る こ と を
更 に 別 の 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ れ ら の 課 題 は 、 従 来 ど お り 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 を 充 填 物 と し て 上 下 の ト レ イ 、 つ ま り ２ つ
の ト レ イ の 間 に 配 置 し 、 さ ら に 前 置 式 分 離 器 を 追 加 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。 こ の 前 置
式 分 離 器 は 、 物 質 移 動 用 の ト レ イ と 間 隔 を お い て 配 置 さ れ る シ ー ト 状 の 金 属 板 や 構 造 用 型
材 （ 形 状 ） お よ び 、 ま た は 少 な く と も 一 個 の 格 子 で 構 成 さ れ る 。 よ り 特 別 に は 、 気 体 相 と
液 体 相 間 で 物 質 移 動 ま た は 熱 交 換 を 行 う 塔 は 、
塔 内 に お い て 気 体 相 を 上 昇 さ せ 且 つ 液 体 相 を 下 降 さ せ る 手 段 を 備 え た 竪 型 塔 槽 と 、
前 記 塔 槽 内 に お い て 垂 直 方 向 に 間 隔 を も っ て 配 置 さ れ る 複 数 の ト レ イ で あ っ て 、 下 部 ト レ
イ と 、 前 記 液 体 相 の 層 を 支 持 し て い て 前 記 気 体 相 を 前 記 層 を 通 過 し て 上 昇 さ せ る た め に 前
記 下 部 ト レ イ 上 に 間 隔 を 持 っ て 配 置 さ れ た 上 部 ト レ イ と 、 を 具 備 す る 複 数 の ト レ イ で あ っ
て 、 前 記 液 体 相 は ト レ イ か ら ト レ イ へ と 流 下 す る 複 数 の ト レ イ と 、
前 記 下 部 と 上 部 の ト レ イ の 間 で 前 記 塔 槽 内 に あ っ て 、 気 液 を 分 離 す る た め に 且 つ 前 記 ２ つ
の ト レ イ の 内 の 上 部 ト レ イ を 通 る 気 体 の 通 過 の 前 に 配 置 さ れ た 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 と 、
前 記 塔 槽 内 に お い て 、 前 記 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 の 下 に あ っ て 且 つ 前 記 ト レ イ と 間 隔 を も っ て
配 置 さ れ る 前 置 式 分 離 器 と 、
を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 前 置 式 分 離 器 は 概 し て 平 面 的 で 、 前 記 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 の 下 に 間 隔 を も っ て 配 置 さ れ
、 シ ー ト 状 の 金 属 板 な い し 構 造 用 型 材 な い し 箔 な い し 少 な く と も 一 個 の 格 子 を 具 備 す る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
前 置 式 分 離 器 は 、 ト レ イ に 平 行 に 配 置 可 能 で 、 波 形 の 金 属 板 な い し 帯 板 を 具 備 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 前 置 式 分 離 器 は 、 一 つ の 層 に 設 置 さ れ 且 つ 別 の 層 に 設 置 さ れ る 層 に 交 差 す る 部 材 を 具
備 可 能 で あ る 。 前 記 前 置 式 分 離 器 は 、 上 に あ る 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 か ら ま た は ト レ イ か ら 懸
架 可 能 で あ り 、 さ ら に 前 記 飛 沫 同 伴 防 止 充 填 物 と 前 記 前 置 式 分 離 器 を 共 に 上 に あ る ト レ イ
か ら 懸 架 す る こ と も 可 能 で あ る 。 前 記 充 填 物 は 、 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ た 波 形 板 を 有 す る こ
と が で き 、 該 波 形 板 は お 互 い に 接 す る 隣 接 す る 波 形 板 の 山 と 、 逆 方 向 に 傾 い て い て 直 線 状
に ま た は 曲 線 に 沿 っ て 伸 張 す る 、 隣 接 す る 板 の 波 形 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 前 置 式 分 離 器 は 、 上 に あ る 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 と 下 に あ る ト レ イ と の 間 に 配 置 さ れ
て い る の で 、 前 記 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 が 過 負 荷 に な る こ と は な く 、 そ し て そ れ ほ ど 密 に ま た
は 堅 固 に 充 填 物 を 詰 め る 必 要 が な い の で 、 前 記 塔 内 の 圧 力 低 下 を 低 く で き る 。 前 記 飛 沫 同
伴 防 止 充 填 物 と 前 置 式 分 離 器 は 共 同 で 効 果 を 発 揮 し 、 ト レ イ 間 の 間 隔 を 狭 め 、 熱 交 換 お よ
び 、 ま た は 物 質 交 換 の 効 率 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 液 体 の 逆 混 合 も 確 実 に 防 止 で き 、
ト レ イ 上 に お け る 液 体 の 分 布 も 改 善 さ れ る 。 し か も 、 飛 沫 同 伴 防 止 充 填 物 を 備 え た 既 存 の
棚 段 塔 で も 容 易 に そ の よ う な 前 置 式 分 離 器 を 後 付 け す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 の 及 び こ れ と は 別 の 目 的 、 形 態 及 び 利 点 は 、 添 付 図 面 を 参 照 す る と 共 に 、 下 記 の 説 明
に よ り 直 ち に 明 確 に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は ト レ イ １ と ト レ イ ２ の 二 つ の ト レ イ を 示 す 。 各 ト レ イ は 、 液 体 相 が そ の 上 を 越 え て
流 れ る 堰 １ １ を 端 部 に 沿 っ て 有 す る 板 １ ０ か ら 構 成 さ れ る 。 図 １ よ り 分 る よ う に 、 例 え ば
板 １ ０ は 塔 槽 （ コ ラ ム ハ ウ ジ ン グ ） １ ３ に 固 定 さ れ た 支 承 １ ２ と 、 塔 槽 １ ３ の 弦 （ ｃ ｈ ｏ
ｒ ｄ ） （ 図 ３ 参 照 ） に 沿 っ て 伸 張 す る 板 で あ る 堰 １ １ に 取 り 付 け ら れ た ブ ラ ケ ッ ト １ ５ の
上 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
板 １ ０ は 気 体 相 が 上 昇 し て 流 れ る た め の 通 路 と し て 作 用 す る 。 こ の 通 路 は ト レ イ １ と ト レ
イ ２ の 板 １ ０ に 設 け ら れ た 孔 ３ で あ り 、 そ の 孔 ３ は 、 図 １ に は 示 さ れ て い な い 円 筒 形 の 管
１ ６ に よ り 上 方 に 伸 張 し て い る が 、 こ の 孔 ３ は 各 ト レ イ の 板 １ ０ の 全 面 に わ た っ て 設 置 さ
れ て い る も の と す る 。 通 路 ３ は 、 下 向 き に 開 い た 蓋 ４ に よ り 覆 わ れ て お り 、 こ れ に よ り 気
体 は 図 ２ に お い て 矢 印 Ｄ に 示 す よ う に 各 ト レ イ 上 の 液 体 の 中 を 通 過 し て 上 方 に 向 か い 気 泡
と な る 。 蓋 ４ は 図 ２ の 一 点 鎖 線 Ｅ で 示 さ れ る 液 面 の 下 で 開 い て い る 。 も ち ろ ん 、 液 面 の 高
さ は 板 １ ０ の 上 に あ る 堰 １ １ の 高 さ に よ り 決 定 さ れ る 。 液 面 Ｅ 上 の 領 域 Ｆ の 空 間 に は 、 液
体 を 介 し て の 気 体 の 気 泡 化 に よ り 形 成 さ れ て い て 分 離 器 ６ に よ り 形 成 が 制 限 さ れ た 泡 沫 が
充 満 す る 。 そ の 空 間 に お い て は 、 気 泡 ま た は 泡 沫 の 層 は よ り 大 き く 成 長 可 能 と な る が 、 飛
沫 同 伴 防 止 用 充 填 物 ５ に よ り そ の 成 長 は 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 装 置 の 最 下 段 ト レ イ か ら 液 体 を 捕 集 す る た め に 捕 集 装 置 （ コ レ ク タ ） １ ６ が 設 け ら れ て
も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ に お い て 液 体 相 を 塔 に 取 り 入 れ る 手 段 は 矢 印 Ｂ に よ り 示 さ れ て お り 、 気 体 相 を 取 り 入
れ る 手 段 は 矢 印 Ｃ に よ り 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 飛 沫 同 伴 防 止 充 填 物 ５ と 前 置 式 分 離 器 ６ は そ れ ぞ れ ト レ イ １ ま た
は ト レ イ ２ の 上 部 に 架 設 す る か ま た は 、 上 に あ る ト レ イ か ら ロ ッ ド ７ 及 び 圧 縮 パ ッ ド ま た
は 押 さ え 金 具 ８ に よ り 懸 架 さ れ て お り 、 圧 縮 パ ッ ド ま た は 押 え 金 具 ８ は 飛 沫 同 伴 防 止 要 素
５ の 充 填 物 板 を 保 持 す る 。 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 ５ は 配 列 さ れ た （ ｏ ｒ ｄ ｅ ｒ ｅ ｄ ） 充 填 構 造
で あ っ て も 良 く 、 垂 直 に 配 向 さ れ た 多 数 の 波 形 板 １ ７ 、 １ ８ （ 図 ６ 参 照 ） を 具 備 可 能 で あ
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り 、 波 形 板 １ ７ 、 １ ８ は 例 え ば 、 互 い に 交 差 す る 直 線 の 波 形 １ ９ と ２ ０ を 有 し て お り 、 隣
接 す る 波 形 板 は 、 そ れ ら の そ れ ぞ れ の リ ブ （ 助 材 ） 又 は 波 形 の 山 で お 互 い に 接 触 し て い る
。 波 形 板 の 代 わ り に 波 形 状 の 帯 板 を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ７ に お い て は 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 と し て 別 の タ イ プ の 配 列 さ れ た 充 填 物 ５ ’ を 示 す 。 こ の
例 で は 板 ２ １ と ２ ２ は 、 互 い に 交 差 す る が 曲 線 と な っ て い る 波 形 ２ ３ と ２ ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 置 式 分 離 器 ６ は ま た 平 面 的 構 造 物 を 具 備 し て も 良 く 、 図 １ に お い て そ れ ぞ れ の 前 置 式 分
離 器 ６ は 塔 槽 １ ３ の 内 壁 に 取 り 付 け ら れ た 支 承 ２ ５ と 、 堰 板 １ １ に 固 定 さ れ た 別 の 支 承 ２
６ と の 上 に 架 設 さ れ る よ う に 示 さ れ る 。 各 前 置 式 分 離 器 ６ は ト レ イ １ の 上 ま た は ト レ イ ２
の 上 且 つ 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 ５ の 下 の 位 置 に 、 下 に あ る ト レ イ と の 距 離 Ａ を 保 持 し て 、 ト レ
イ と 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 の 両 方 に 平 行 に 配 置 さ れ る 。 概 略 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 置 式 分 離 器
６ は 飛 沫 同 伴 防 止 充 填 物 ５ の 直 下 に 設 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。 す な わ ち 飛 沫 同 伴 防 止 充
填 物 ５ と 前 置 式 分 離 器 ６ の 間 に 間 隙 を 設 け な い 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ か ら 分 る よ う に 、 各 前 置 式 分 離 器 ６ は ２ つ の 格 子 ２ ７ と ２ ８ を 具 備 で き る 。 各 格 子 は
、 間 隔 を も っ て 配 置 さ れ た 上 部 棒 材 ま た は 上 部 帯 材 ２ ９ と 、 間 隔 を も っ て 配 置 さ れ た 下 部
棒 材 ま た は 下 部 帯 材 ３ ０ と 、 か ら 成 る 層 を 具 備 し て お り 、 下 部 棒 材 ３ ０ は 上 部 棒 材 ２ ９ に
直 交 、 即 ち 交 差 し て い る 。 格 子 ２ ８ の 上 部 帯 材 ３ １ と 下 部 帯 材 ３ ２ は 、 上 部 格 子 ２ ７ の 上
部 帯 材 ２ ９ と 下 部 帯 材 ３ ０ に 対 し て 互 い 違 い に 配 列 さ れ （ ｓ ｔ ａ ｇ ｇ ｅ ｒ ｅ ｄ ） て も 良 い
。 各 格 子 の 帯 材 ど う し は 溶 接 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
一 般 的 に は 、 い ず れ の 場 合 で も 、 前 置 式 分 離 器 は 、 波 形 板 ま た は 波 形 帯 材 を 具 備 し て も 良
く 、 そ れ ら の 波 形 板 又 は 帯 材 は 、 図 ４ に 示 す よ う な 格 子 ３ ５ の 上 部 波 形 帯 材 ３ ３ と 下 部 波
形 帯 材 ３ ４ の よ う に 層 状 態 で 配 置 さ れ 、 お 互 い に 交 差 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ５ に 示 す よ う に 前 置 式 分 離 器 用 格 子 ３ ６ は 、 そ の 様 な 前 置 式 分 離 器 を 形 成 す る た め に 使
用 さ れ る 構 造 用 型 材 の 例 と し て 、 上 部 溝 型 材 ３ ７ と 、 下 部 溝 型 材 ３ ８ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ ， ６ ， ７ か ら 分 る よ う に 、 飛 沫 同 伴 防 止 要 素 す な わ ち 充 填 物 ５ は ど ん な 場 合 で も 、 確
実 に 泡 沫 層 を 破 壊 す る の で 、 泡 沫 層 の 形 成 高 さ を 制 限 で き 、 気 体 に よ る 無 制 御 の 液 体 飛 沫
同 伴 を 防 ぐ こ と が で き 、 そ し て 前 置 式 分 離 器 は 各 ト レ イ 上 に お け る 泡 沫 層 の 破 壊 と 気 液 分
離 を 促 進 す る 作 用 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 験 に よ れ ば 、 ト レ イ 上 の 充 填 物 の 並 べ 方 及 び 流 路 の 形 状 や 傾 斜 に も よ る が 、 処 理 能 力 が
５ ０ ％ 増 加 す る 可 能 性 の あ る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 は 構 造 が 簡 単 な の で 既 に ト レ イ が 所 定 位 置 に 取 り 付 け ら れ て い る 既 存 の 棚 段 塔 で あ
っ て も 後 付 の 改 造 が 可 能 で あ る 。 実 際 、 ほ と ん ど の 棚 段 塔 は 、 飛 沫 同 伴 防 止 充 填 物 お よ び
、 ま た は 前 置 式 分 離 器 を 既 存 の 固 定 用 具 に 容 易 に 取 り 付 け て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 の 部 分 図 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 二 の 実 施 の 形 態 の 図 式 拡 大 図 で あ り 、 気 体 相 が 通 過 す る ト レ イ に 設 け
ら れ た 開 孔 の 詳 細 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ の 線 Ｉ Ｉ Ｉ 　 － Ｉ Ｉ Ｉ 　 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に お け る 分 離 器 の 上 部 層 の 一 つ を 成 す 格 子 の 断
面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に 従 う 分 離 器 の 層 の 一 つ の 格 子 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 飛 沫 同 伴 防 止 充 填 物 の 部 分 図 式 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 図 ７ は 、 別 の 飛 沫 同 伴 防 止 充 填 物 の 一 部 分 の 図 ６ と 同 様 な 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … ト レ イ
２ … ト レ イ
３ … 孔
４ … 蓋
５ … 飛 沫 同 伴 防 止 充 填 物 （ 要 素 ）
６ … 分 離 器
７ … ロ ッ ド
８ … 押 さ え 金 具
１ ０ … 板
１ １ … 堰
１ ２ … 支 承
１ ３ … 塔 槽
１ ５ … ブ ラ ケ ッ ト
２ ９ … 上 部 棒 材 又 は 帯 材
３ ０ … 下 部 棒 材 又 は 帯 材
３ １ … 上 部 棒 材 又 は 帯 材
３ ２ … 下 部 棒 材 又 は 帯 材
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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